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【背景・目的】過分泌は気道疾患における重要な病態生理学的特徴の1つである。喘息患者

の喀痰中ムチン濃度を定量測定した検討がFahyらにより報告されているが（Am J Respir 

Crit Care Med 2001）、他の気道疾患に関する報告は見られない。今回、喀痰中のムチン量

を喘息および慢性咳嗽患者で測定し比較検討した。

【方法】誘発喀痰上清中ムチン濃度をFahyらの方法に準じてELISA法で定量した。

【結果】喘息38例、咳喘息25例、SBS8例、GER5例、健常人11例における喀痰中ムチン濃度

は、それぞれ665.4±544.0μg/ml、326.9±313.4μg/ml、696.8±669.8μg/ml、425.4±656.5μg/ml、

212.0±167.1μg/mlであり、喘息では健常人（p=0.006）、咳喘息（p=0.006）と比較し、またSBS

では健常人（p=0.03）と比較しそれぞれ有意に高値であった。喀痰症状と喀痰中ムチン濃度

との間に関連を認めた。

【まとめ】喘息、SBSにおいて喀痰中ムチン濃度が増加していた。誘発喀痰上清中ムチンの定

量は気道疾患の病態解析に有用な可能性がある。
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